
最長兄姉が確定していないので、全児童に配布をしています 

学校目標「個性と創造性に富む子供の育成」 

 

 

 

 

 

どうぞよろしくお願いします。 

  ４月１日に２４名の新しい先生方をお迎えし、令和６年度がスタートしました。 

令和６年度もこれからの社会をたくましく生き抜き、自己実現を図ることがで

きる子供の育成を願い、「個性と創造性に富む子供の育成」を学校目標に掲

げました。 

「時を守り 場を清め 礼を正す」は、人間形成の土台となるものとして、今

年度も保護者・地域・学校で一体となって指導したいと思っています（キーワード①）。 

また、「個性と創造性に富む子供」が子供達には難しいので、キーワード②「自分で考え、自分で

決める」を掲げました。自分で思考し、自分で決定し、自分で総括（振り返り）をする過程の連続

が、「個性と創造性」を育みます。自分の今もっている力で思考・決定を行うので、その過程に失敗

はつきものです。失敗をさせないように手出し・口出しをしたくなるところをグッと我慢して、子供達

が経験を通して学べるように応援するのが大人の役割だと思います。 

全職員が一丸となって、誠実に、懸命に、お子様の教育にあたります。 

保護者の皆様、地域の皆様におかれましては、ぜひ、これまで同様、本校の教育活動にご理解と

ご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 
 

 

R６年度児童数（４月８日現在） 

 
入学式時点での児童数 

R2年度８０８名、R3年度８４４名、R4年度８５１名、R５年度８３３名です。 

 
 

第１号 

R６.４.９発行 

文 責：橋 口 

本校スタッフを紹介します 

学年 1年 2年 3年 4年 5年 6年 合計

児童数 153 136 131 153 148 133 854

校 長 橋 口 繁 美 ３ の ３ 高田 穂々乃 くすのき① 田 中 由 紀 主 事 水落 詩央里

教 頭 小田 めぐみ ３ の ４ 佐 藤 宏 之 くすのき② 佐 久 間 歩 学 校 事務 秋永 美知子

教 頭 寺 﨑 浩 司 ４ の １ 古 賀 桃 子 くすのき③ 千 住 友 二 学校事務員 吉 川 隆

事 務 長 生 方 美 代 ４ の ２ 塚 原 篤 史 くすのき④ 高 木 勝 己 図 書 司書 小山田 実香

主 幹 教 諭 深 草 裕 子 ４ の ３ 村 田 萌 子 た ん ぽ ぽ 田 原 佳 子 司 書 補 諸 江 恵 子

教 務 教 諭 堂角田 敏孝 ４ の ４ 雪 竹 彩 花 あ じ さ い 原 美 和 教 員業 務支 援 員 内山 美恵子

１ の １ 藤 原 静 佳 ４ の ５ 田 栗 隆 子 級 外 川 原 悦 子 学 校生 活支 援 員 德 丸 泰 彰

１ の ２ 大 澤 政 幸 ５ の １ 貴田 佐知子 級 外 一 嶌 陽 子 学 校生 活支 援 員 矢 川 由 佳

１ の ３ 徳 永 雄 一 ５ の ２ 詫 間 駿 介 少人数T・T
下 村・ 柴田

(田中陽介）
学 校生 活支 援 員 福田 亜由美

１ の ４ 原 口 亜 矢 ５ の ３ 白 井 雄 大 外国語専科 古 川 雪 子 学 校生 活支 援 員 松本 由美子

１ の ５ 北島 佳寿美 ５ の ４ 下 平 萌 菜 教科担任（理科） 原 口 恭 子 特別支援学級支援員 山 口 綾

２ の １ 中 尾 愛 ５ の ５ 石 田 美 月 教科担任（理科） 古 賀 直 紀 特別支援学級支援員 北 島 和 美

２ の ２ 牟 田 政 人 ６ の １ 田 代 勇 平
通 級 指 導 教 室

こ と ば 真﨑 みどり 別 室対 応支 援 員 松村 亜佐子

２ の ３ 大 串 尽 史 ６ の ２ 江 口 美 幸
通 級 指 導 教 室

こ と ば
香 田 京 子 初 任 研 指 導 牟 田 尚 敏

中 島 暢 代 ６ の ３ 吉 浦 大 就
通 級 指 導 教 室

ま な び 田 島 美 和 ALT
アダム・モハメド

・ ズ ィ ー シ ャン

(浜辺麻衣佳） ６ の ４ 飯 盛 佑 子 養 護 教 諭 長 井 千 波
ス ク ー ル

カ ウ ン セ ラ ー 加 藤 侑 子

３ の １ 富 永 正 幸 ひまわり① 田 本 梓 養 護 教 諭 水原 梨里花 ICT支援員 吉 富 九 子

３ の ２ 廣 橋 希 実 ひまわり② 後 藤 哲 郎 栄 養 教 諭 山 口 恵 ICT支援員 西 村 茂

２の４

※育休中（古賀葉子・津村絵梨香・野中香織）病休中（大浜煕人）

ＨＰでの公表は控えております。 
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学校目標「個性と創造性に富む子供の育成」 

健康観察アプリ「リーバー」の入力にご協力をお願いします。 
  
令和６年度も本校では健康観察アプリ「リーバー」を活用します。「佐

賀市スーパーアプリ」で小中学校の出欠が報告できるとのことですが、そ
の機能の導入が夏ごろということですし、リーバーと同様の機能（メッセージ送受信等）
があるのか分からないので、今年度いっぱいは「リーバー」を活用します。 
つきましては、以下の点について、ご協力をよろしくお願いします。 

① 欠席・遅刻の連絡は、８：００までに「リーバー」入力で！ 
電話の場合、電話対応の職員が必要な上に、担任への連絡の手間もかかります。担

任が８時すぎにリーバーで出欠状況を確認しますので、出欠のみであればリーバー入
力でお知らせください。 
※詳しいことを伝える必要がある場合等はどうぞ電話をご活用ください。 

② 欠席だけではなく出席も入力を！ 
未入力の場合、出席だと思っていたら欠席や遅刻の入力漏れだったり、欠席連

絡（電話）の受け継ぎの行き違いだったりして担任が教室を空けなくてはならな
いことが多々あります。アプリを開き入力し閉じるまで約１０秒。ご協力いただ
けないでしょうか。 

③ 担任が目を通すのは朝（８時過ぎ）と夕方（退勤前）の２回です。 
    日中はリーバーを開く時間がないので、連絡をメッセージでいただいても確認
ができません。早退のご連絡など急ぎの場合は、電話でお願いします。 

 

名札の着用について 
 
登下校の際に名札が見える状況だと犯罪等に巻き込まれる危険性があるとの市
教委の指導により、本校では令和３年度から登下校の際は名札を外す(隠す)ように
指導をしてきました。その結果、名札忘れがとても多くなり、学校での名札着用率がと

ても低くなってしまいました。 
人と人の関係性において、相手の名前が分からないと心理的距離はなかなか縮まりません。褒

めるにしても叱るにしても、心に響く効果的な指導がしにくいということです。 
そこで、今年度は名札忘れがないように、原則学校に置いて帰ることとしました。本日（９日）から

学校で預かります。ご心配をなさらないでください。 
また、１年生については下校先を保護者・学校・本人と確認し合うために、当面の間は、現在の方

法通り、下校先別の色カードを名札の上にかぶせて名前が見えないようにして登下校をします。以
上の方法で何かお困りのことがありましたら担任までお知らせください。 

AEDを校内に設置しました。 
  PTA 予算から購入していただいた AED を事務室前に設置しました。これ

で、体育館入口に置いているものと合わせて本校の AED は２つになりました。

しかし、大事なのは、万が一の場合に躊躇なく、かつ、正しく使えることです。本

校は毎年、日本赤十字佐賀県支部から講師をお招きして、全職員で体験型の

研修を行っています。PTA様、ありがとうございました。 

 

「飛び出し坊や看板」を設置しました。 
 学校評価の際のご意見を受け、体育館北側にある西門と児童クラブ舎の東

にある東門に「飛び出し坊や看板」を付けました。これは、交通安全協会高木

瀬支部からいただいたものです。交通安全協会様、ありがとうございました。 


